正しく使って上をに節約 
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このたびは、コ□ナ6ミ由ス!ブ （ UH 型）を 
お買いあげいただき、まことにありびとラござ 
いました。 

正し<お使いいただくために、この取級説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちがい 
つでち見られる所に 「 f 呆証書」-「工事説明書」 
と共に大切に保管しでください。 


□ 特にま意しでいたださたいこと 

(まをのために必ずお守りください) -1 〜3 

B 使巧する場所—— - -—3 

回を部のち称-4~6 

凸使巧前の準備-7〜9 

回使历方法（使い巧）-^9〜15 

回安を装置-- 16 

田その他の装置-17 

回日常の点検.を入れ-18〜20 

巧定期点検——--——20 

巧] 故障•異常の見分けちと処置方を 一21〜22 

田部品交換のしかた-23 

旧 保管（長期間使历しない場合）-23 

旧 仕様-- 24-25 

圧！アフターサービス- 25 

旧 据え巧け.移設-26〜30 




































么記号はを意を促す内容か > あることを告げるちのです。 

図のみに具体的なを意内容(を図の場をは一般的なミ主意)か t おかれでいます。 

&記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図のかや近傍に具体的な禁止内容(左図の場合はガソリン禁止)び猫かれでいます。 
©記号は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグをコン t ントからおいでくだ 
さい)が描かれています。 


絵表示の例 


A iStRS ： この表ホを無視しで、誤った取扱いをすると、 A カタ死 t :、 重傷を胃ラ^^険、またはの 

/!\ itiPX 険び差し迫っで生じることが想定される内容を示しでいまず。 

とヒ この表示を無視しで、誤った取扳いをすると、人び死じ、重傷を負ラ可能性、または火災の 

胃’ 〇 可能性び想定される内容を示しています。 

A 三この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人か‘傷害を負ラ巧能性や物の損害の発生び想 
夕主 定される内容を示しでいます。 


この取あ説明書および製品への表示では、製湿を安をに正しくお使いいただぎ、あなたや他の人々への危害やお産への 
握害を未然に防止するためじ、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は;欠のよラになっています。内容をよ 
く理辭しでから本文をお読みください。 


力ーテン-可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやずいちのを 
おブけないでください。 

义がび発をするおそれびあり A 

ます。巧燃物との離隔距離に をを} 

ついでは標華据え巧け図例 
に6ページ)を参照しでください。 


么注意 (CAUTION) 

襄止// 台油時消乂 

i ((((\ S ^ 給油は、必ず消火しでからお 
/ j M I こなつでください。 

乂がのおそれびあります。 


— 


巧 


ご自身での据付け-移設工事の厳禁 qP 

お客様ご自身による工事はち横です。 

お付け工事は販売店や専門業著にご依頼|||| 

<ださい。 

。トーブを移設させる場含ち同じです。） ® 


給排気筒トップにはを網などは化けない 

給が気筒トップには、虫よけのための金網などは巧 
けないでください。 

お排気のあげになり、異常燃焼を起こし排ガスが室 
巧に磊れる可能性びありち険です。_ 

定期点検の実施 

定期の （2 をに1回程度）に点検•整備 
を受けでください。 

点検を受けすに長期間使巧し続けると、 
故障や事故の原因になり危険です。 

点検-整備はお買いおめの販売店や資這 
格者のいる店に依頼しでください。 


0 

〇 



給排気筒トップ閱そく危険 

積雪びをいとさには、給が気筒トップの周りび 
雪でふさびれでいないことを確認しでくださし、。 
ふさぴれでいるとぎは、除雪しでください。 

また、板など(こよる「雪囲い J は給が気の妨げ 
になるのでおやめください。間そくしでいると 
運輕中に排ガスび室内にちれで、危険です。 


給排気筒（管、ホース）外れ危険 

給排気筒（管、ホース）び外れたまま使 
巧しないでください。 

外れでいると運顧中に排ガスび室内にち 
れで、危険です。 


衣類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しなし、でくださし、。 

巧類び落下しで乂びつき、义災の原因にな 
ります。_ 

溫風吹出口をふさがない 

巧類、紙などで温風吹化□や空気取入□を 
ふさびないでください。 

巧類、紙などでぶ\さぐと、义災の原因にな 
ります。__ 

低通やけどに注意 

長時間巧膚の同じ場所に触れないで 4 

ください。 

比較のおい温度でち低温やけどや脱 /お 
かな状の原因となります。 


"STLT 




ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い'油は、絶巧に使用 
しないでください。义災の原因になります。 

スプレー宙 厳禁 ^ 

スプレー生や力 t ットこんろ巧ボンべ なわ& 

などを、温風のあたるところに放置し;《を 
ないでくださし、。熱であの圧力び上がり、巧し U あ 
爆発しで危険です。 


?0 


告 (WARNING) 


田特にま i していただまたいこと贈のために i ずあ守りください) 











シスターンの水位に注意 

循環化は、上限水位が上入れないよラ 
ミ主意しでください。 

あふれる場合びあります。 


カー ぺッ トの はがれに注意 ^ 

力ーベットびすれたりめくれた ホ續 
まま使巧しないでください。 

巧/ X ネルに直接離れるとやけど〜一^^ 
のおそれびあります。 々 

油漏れ確認 

油タンク- IT ム製送ミを管-接含部およ 
び機器などからのロミ由漏れが'ないこと 
を確認の上ご使巧ください。 / 

巧浦が漏れでいると火災のおそれびあります。 


A 



徹累液麵水‘不凍觀の保管に注意 

幼時のまの居かない巧に保管 ' 
しでください。 

巧 一、 飲んだ場合には化かせ 
で、医師の診断を受けでください。 


電源の接続 

電源は適正配線された単相100 V のコン它ントが 
列は使巧しないでください。発熱•発乂の原因に 
なります。電源コードは、途中で接続したり、延 
長コードの使巧-他の電気器具とのタコ足配線を 
しないでください。発熱•発义の原因になります。 


0 


巧]めてお使いになるときの注意 

巧めでお使いになるとぎは、耐熱謹料などか’焼ぎ 
巧くまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気をおこなつでください。 

また、ル鳥やル動物などに影響する揚含か’考えら 
れますので、この間は部屋に入れないでくださし、。 


〇 


口油の保管 

な油は、义気、雨水、ごみ、畐湿および直射曰光 
をさけた場所に保管しでください。 

乃ソリンなどとレつしよに保管しないでください。 
誤って使巧すると異常燃焼や火おのおそれびあります。 


〇 


指や精を入れないで 

温風吹出□や空気取入れ□などに指や異物を 
入れないでください。 

ケガや义災の原因になります。 

フイルタをはずしての運乾禁止 

巧流南送風機のフィルタをはすした状態で運頭し lx ) 
ますと、カーテンなどを卷さこんで义災になるお 
それがあります。 

またをなどふれるとけびをするおそれびあります。 


0 


変質巧油禁止 

変質なミを、不純好ミ曲（ちれた灯油、水の混じつ 
でいるな油など）を使巧しなレで<ださい。 
異常燃焼のおそれびあります。 


0 


長期間使用しないときは電源プラグを抜く 


長期間使厢しないとぎ又は保管ずるとさは、必す 
電源ブラグを〕ン忆ントから巧いてください。 
火災や予想しない事故の原因になります。 




電源コードを傷めない Q . 

電源コードに無理な力を加えた 

り、物をのせたりしないでくだ•ち^^ 

さい。また、電源プラグをおく 
ときは、コードを持って引き ’ 

抜かないでください。义災や感電の原因になります。 


0 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンじントじ根元まで確実に差し 
こんでください。また、傷んだプラグやゆるんだ 
コンじントは使用しないでください。 

义災の原因になります。 

めれたまでの抜ぎ差しはしないでください。 
感電の原因になります。 _^ 

電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラブを抜き、ほこりおよびを属 
物を除去しでください。 

ほこりか’たまると湿気などで絶縁不良になり义災 
の原因になります。 


〇 


腰をかけたり、物をのはないで ベ 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないで * xj 

ください。機器の故障ややけどのおそれびあります。 

機器の上に巧びんやかを入れたちのなどを置かない 
でください。水か力かると漏電や故障のおそれびあります。 


改造使用の禁止 

改造しで使用しなレでください。また、ス I ブ 
や給排気筒には床暖房巧の熱交換器などを取りは 
けないでください。 

火災や排ガスび室内にちれる原因となり危険です。 


0 


高温部接触禁止 分 

燃焼中や消火直後は、高温部 
(スト-ブ前面のグリルの周® > 
や粹上部前面など）給排気筒 
トップに手などふれないで も;^ 
ください。やけどのおそれがあります。 


為了 




異常時使用禁止 

后一異常を感じたときは、使 
巧しないでください。 

異常燃晓のおそれびあります。 


分解修理の禁止 

故障-破損したら、使巧しな 
いで < ださい。 

不完をな修理は、危険です 。 Q 

温風に直接あた6ない 

温風に直接長時間あたらない 

ス■ぐナ^さし、 

低温やけどや脱水症状になる 
おそれびあります。 



么注意 (CAUTION) 















么ま意 (CAUTION) 

給排気筒付おの可燃物ぶ接禁止 ^ 

給が気筒トップのおくに、灯油や可燃物など ロ ミ 

引乂のおそれのあるをのを置かないでください。 P 

乂ぶのおそれびあります。 \ミ 

V 

! 0 

卿)^ 一 

/// 111111 [r 

\ J 

お願い （ NOTICE) 

機器を廃棄ずるとをのま意 

ストーブを廃棄処分するとさは、定巧面器の巧巧を 
おぎ取っでください。 （19 ページ） 

な油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 
思わめ事故になるおそれびあります。 

し 

な油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、なミ由をお買いホめになった 
販売店にごホ目談ください。 

_ J 


使用する場所 

ス I '''ーブを安をに使巧するためには、場所の選定力^大切です。 

安全に使用ずるために 






参マントルピースなどに据え付ける場さは、標華据え付け例にしたびつでく 
ださい。 （0^26 ぺージ） 


参標高が1500 m が上の場所では使巧しないでください。高地で使巧される 
揚合は調整が'必要です。 

(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気か‘不足します。詳しくは、ェ 


事説明書 


高地または延長給排気で使巧の場合 


をご覧くださし、。 



0 参温室、飼育室、乾燥室などでは絶対使巧しないでください。 

•温室、飼育室など、動植物の育成裁培に使巧しないでください。 


効果的に使用ずるために 


窗の下や壁面に設置 

•外気に接する窓の下や 
壁面に置くと、お気か‘ 
ス I -ーブで暖められ、 

温風としで対流します 
ので効果のでず。 



温風の循環を巧げないで 

♦ I ごミ主意 I 温風吹出□の前面に障害物を置 
かないでください。 

障害物びあると、部屋の温度にむらびで 
きるばかりでなく、本体の温度が上昇し 
で危険です。 



参温風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでくださし、。 



ノ 


参ストーブ前面からはふく射熱びでますので、床暖パネルとの距離を室慮しでください。 
♦温水配管の長さびできるだけ短くなるよラな位置にストーブを設置しでください。 


B 














回各部のを称 


外観固 




刷 


フィルタ擅気取入 □) 
給気ホース 
燃焼雨を風機(巧部） 
ゴム曽日 


電源つード 


排気筒あけ検巧巧 
U — ピ線 
ルームサーモ 


構造固 


週熱の止サーモスタツト(ち) 
過熱の止サーモスタツト(左) 
対流巧送風機(内部） 

熱交換器(巧部） 

放熱器一 
反射板 
スケ J レトン 

燃焼 U ング(巧部） 

シスターンタンク 
フレーム□ツド 
静氏ホース 
ポットバー 
気化筒(巧部） 

サーモスタット 


循環ポンプ(巧部) 


とつで 

本体固定金具 

アクチユエータ（内部） 
(リニアダンバ） 

給排気筒 

熱交サーモ(内部） 

熱交保護サーモ(内部） 

給か□(内部） 

水位計 

エアー巧きバルブ 

温水戻り □ 

( A - B 回路） 

'温が往さ □ 

( A ’ B 回路） 



機内サー=スタ 
表示サ ー S スタ(巧部） 
^プリント配線板 
点义プラグ 
イグナイタ 
電磁ポンプ 
スピーカ 
定油面器 

巧震 S 動消义装置(巧部) 




送’;由管 


















表示部の名称と働を 


※イラストは説明のためを部表示した状態にしであります。 


■ 「音声お知らせ」の内容 

参通常の運範操作（「点义 j • 「消义」 • 「タイマー t ツト」）をおこなラとき、文字と罔時に音声 
("点义します"•"消乂します"•"タイマーたットしました"）で操作が態をお知らせします, 



巧す （■ 化運お(点火）します。（ピッ音） 

ちラー度}甲す（里 ） と消火します。（ププッ音) 


点次表巧(ホ） 


運輯スイツチを押しで[■入 J ( ■) にしたとさ 
またはたーブ消义をに离点义する際に点なし、 
運處(点乂）します。 

着义確認を消なします。 


燃巧表巧(巧） 


着义確認を、点なします。 

現な燃焼中の义力の大ぎさを 
表示します。 


設定窒温ま巧(青） 


室温設定ボタンで設定した室温をデジタル 
表巧します。 

ストーブにトラブルが発をするとトラブル 
の状態か帯号表示谊己診断モニタ)されます。 


タイマー表を(青） 
タイマー運ちお巧ランプ(巧） 


タイマー運輯中は病なします。 

タイ7—運輯停止中は消なします。 


現在巧溫表お(巧） 


床暖房運衙時に点なします。 
温水出□温度を表示します。 


設定巧湿表示(青） 


巧暖房運お時に点なします。 

巧温調節ボタンで設定したな湿を表示します。 
左から3個目のランプか’点なした時は適温 
設定になります。 


たーブ運輯やに室温が設定湿廈より約3で上昇 
するとななし消火します。 

室温が設定温度にまで下びると消なし、点义動 
巧を始めます。 


消义巧巧(青） 


運転スイツチを巧しでけリ J (里 ） にすると点 
なし消义します。 

燃焼室び;をがすると消なします。 


時刻表巧（青） 


通常は現在時刻を表示しまず。 

タイ7— 運範時はタイ7— じツト時刻 
を表示します。 


時計動巧 H □ン(青） 


現在時刻を表おしでいるとさは 
点滅しでいます。 

タイ7— じット時刻を表示しで 
し、るときは消なします。 


待お時省電力表ホランプ(摄) 


省電カスイツチを r 尝電カモード J 
にしたとさ、点灼します。 

運お停止時にミ'肖費電力が節約さ 
れでいることを表示しまず。 


たーブ運振表示ランプ(緑） 


它ーブ運お中は点なし、胳除すると消な 
します。 

室温設定を10で （ F 点設定）じずると自 I 
動のに t - ブ運転になり点なします。 


■表示部の明るさ調節 

参時計調節スイッチを「通常」に含わせで「時」ボタンを巧しなびら「分」ボタンを押ず 
ことにより、表示部の明るさを2段階に調節することが'出来ます。 


m 













































•「スト—ブ尿暖房 j 遲起と r スト-ブ津独 j 運転 
をのりかえます。 


温水お□温度を約30〜70での節囲に設定します。 

• r ほ」…1回巧すたびに設定温度を下げる(プッ音） 
•憶1回巧すたびに設定温度を上げる(ピッ音） 



タイマー運疆 

運転スイッチを r;\j (ピッ音）にし、タイマーた 
ットボタンを巧す（ピッ音）ことによりタイマ 
一表示か‘点な、時刻表示にタイマーじット時刻 
び継続しで表示されタイマー運極び開始され 
まず 

(タイ7— 表示が点なしなければタイ7-運處 
は開始されません。） 

たット時刻になるとタイマー表示び消:) a し、現 
在時刻び表示されて白動的に運おび開始され 
ます 

タイヌー運乾の賴お 

タイマー運症中にちラー度タイマーたツトボ 
タンを}甲す(ププッ音）とタイマー運起が解除 I 
されます。 


「音声お知らせ J の消音方法 

嗚計調節スイッチを「通常_!に合わせで「時 J ボタンを}甲しなびら「たーブ運蘭」 
ボタンを巧すことにより、「音声お知らせ」を消音することび出来ます。 


• r 省電のモード」…普電力表示ランプ(緑)び点 
巧し、塵輯信止時に表示部を消なしで消費電力 
を1 w に節約でさます。 

表お部び消巧中にいすれかのボタン操作で1か 
間の再表/吊をします。 

• 「遇常モード J •••表を部は常時点なしてし、ます。 


• 時刻の r 分 J を合わせるときに使います。 

時計調節スイツチの位置により1◎の巧しの進 
みちが異なります。 

- r 時計合せ J …1分すつ変わります。 

• r タイマー含せ J …5分すつ変わります。 


• 時刻の時を含ねせるときに使います。 


• r 時計含せい•現在時刻を含わせるときに r 時計 
含せ啦置にします。 

• f タイマーさせ」…タイマーセ•ット時刻を含わ 
せるとき r タイマー合せ J 位置にします。 

- r 通常 J …現巧時刻やタイマー忆ット時刻を合 
わせたら、通常使用中は r 通常"こ必ずちどして 
くどさい。 


入/切 


• 1回巧すと它ーブ運極を開始します。室ミ忌び設 
定温度より一定温度上昇すると消'义し、一定温 
度低下すると自動のに点义動がに入ります。 

-再度押すと、 t - ブ選働ま解除されまず。 


給 


高め 


• 义わ調節つまみを r 微か j からけ J の間で動か 
し火力をリニアにき動調節します。 

• 火た調節つまみを！■白動 J に合わせるとルーム 
サ"モによる自動運乾(室温設定ボタンで室温 
を設定)む、‘でさまず。 


室温設定 


• 义力調節つまみを「白動 J にするとルームサー 
モによる室温設定〔29〜15で J 〇で （ F 点設定) ] 

がマま丰ず 

• r 高め J …設定温度を rc すつ上昇（ピッ音） 

• 「ほめ J •••設定温度を rc すつ®下(ブッ音） 


ングポケツト巧操作部の名称と働き 



床温調節 


D 
























































使用前の準備 


燃料は必ずな油 （ J に1号の油）を使巧しでください。 

• lABU ガソリンなど揮発性の高いミ虫は、义災の原因になりますので絶巧に使巧しないでください。 
参 I 么ま意1 変質'なミを、ミ与れたな'泡、水の混じっているな'逆などは、絶対に使巧しないでください。 

参 I 么ミ主意 I 巧油は、必す义気-雨水-ごみ-高温および直射曰光をさけた場所に保管しでください。 


な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふぎかけ 
ます。 

(义の気のなし側でおこなつでくださし、。) 



:涵 


昨シースンよ長期間日光に客器のふたがか•ごみや巧 
り持ち越しのあたる巧や温開けであったり、巧ながの'盛び 
なな 度の高い巧に乳白色のポリほんのねすか 

巧管したな';巧容器で保管しでを混入した 
た口巧ロミを 


な油は ガソリンは 

めれたまま すぐ乾く 



浓 r 油とは • 


0 


ors) 



變興 


(5 斯阁） 



水•ごみ•リリリン- 
重巧'お概油- 
で ん ぶら巧… 



参極度に変質したも 
のは、黄色味びか 
ったり、すっぱい 
臭い；げします。 

♦必ずなミを用のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

参な姐はシーズン中 
に使いきりましよう。 


■変質な巧や不純なミをを使馬すると… 

参巧の程度にちよりますが、燃焼不良をおこしたり、ストーブの續傷を早め、故障の原因になります。 
参かやごみが送油経路に流れこみ、燃焼不良や着火不良の原因になります。 

■巧一変質'な巧や不純なミをを使馬したとぎは… 

参お買いホめの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 


をを意1 

参変質巧油、不純巧巧び原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でち保証の巧をがとなります。 
♦変質の油の処理でお困りの場合は、巧ミ由をお買い求めの販売店にご相談ください。 




■給油の際の手順とミ主意 

参送油バルブを閱じで給ミ由□ふたをはすし、市販の給ミ由器具での■ミをを給ミ宙し 
でください。 

油量計の針び r 満 j をさしたら給油をやめでください。 

参給油□ふたを必すちとどおりに確実にしめでください。 

•給油の際に、か、ごみなどを入れないよラ特にま意しでく] r ごさい。 

■給油□ふたは、確実に締めてください。 

■こぼれたな油はよ < ふをとって < ださい。 


■燃料切れの注意と空気抜きの方法 
油タンクを空にしないよラミ主意しでください。 

参ミ由タンクを一弓空にしますと、送ミを経路内に空気びたまり、正常に送ミをびできなくなることが'あ0ます。 
このよラな場合は;欠の順唐で空気抜きをしでください。 



1. 油タンクに給;'めします。 

2. ストーブの zr ム營□から、ゴム製送油管をはすします。 

3. コ''ム製送油管から'油び連続しで流れ出ることを確かめでからゴム製送ミ由 
管をちとどおりにストーフ''に取り巧けまず。 

(ミ由か’こぼれないよラに容器を巧意しでください。） 
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を巧面器りたット 
ボタン（巧さ} 


■定油面器のセット、取扱上の注意 

ネリめで使用ずるとさやシーズン初めには、ストーブ正面ち下の定油面器 
リじットボタンを巧しでください。 

ストーブ正面ち下の窓から見える定ミを面器リじットボタン(巧色)を下へ 
巧し下げで < ださい。 


巨を意 I 


•リたットボタンは据え巧け時やシーブン初めに操作します。定油面器に 
強い衝撃をちえたり巽萬か‘あったとぎながは、特に操作する必要はあり 
ません。万一、点乂操作後なミ由び出すにモニタサインに iJ または12と! 
び表示されるよラな場台はリわットボタンを巧しでください。 

参リじットボタンは乱暴に扱ったり、押したままの状態には絶巧にしない 
でください。 


■送油緩路①油もれの確認 

参油クンクや送';由管の接含部などから;'おもれびないかどラか確認しでください。 

■電気配線の5崔認 

• IZh を意]電源プラグをコン t ントに根元まで確実に差しこんでください。 

参電源、コードが給が気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

A ミま意 I 電源プラヴ•コードの発熱-発义を荫ぐために ••• 

参電源は必す適正配線された単ホ目1 00 V のコンじントを使巧しでください。 

♦電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 

♦雷む、’発をしたときは、電寺部品を損傷するおそれがありますので、電源プラグをコン它ントから巧いでください。 

■点火の要領と注意 
巧暖切換 スイッチのセット 

♦ ストーブ単独で運乾する場合は「ストーブ単独」に、ストーブ床暖房運転をおこなう場含は「ストーブ巧劇に 
巧暖切換スイツチをじツトしでください。 


ストーブ床暖房で運転ずる場合 


ストーブ単独で運乾ずる場合 














参 IA ミ主意 I ストーブの左側面の水位計で、シスターンタンクの規定水量（上限水位と下限 
水位の間）まで循環水（コ□ナ床暖房巧循環液）び入つでいることを確認しでください。 
循環液か‘入っている場含は黄色になります。 

循環かは上限上入れないよラにミ主意しでください。 

水位び下限]^下の場含は巧暖房専巧褲巧液を入れてください 



•ストーブの部や温水配管接含部から水ちれびないか確認しでください。 

•巧暖パネルの温水配管の違中にバルブを取り巧けた場合は、必すバルブび開いでいることを確認しでくださし、。 


■運転中に床暖切換スイツチを操作した場合 

…「ジユ ー j とゆラ循環水の蒸発音びすることびありますび異常ではありません。 
…循環ポンプは本体内部ち却のため約10分後(こ停止します。 


参 I ストーブ単独ーストーブ巧暖房 
♦ I ストーブ床暖房ーストーブ単独' 



使用方法（巧い方) 


運転開始（点乂) 


ウイングポケット巧の乂力調節つまみで「自動運転と「手動運転」か^設定でさます。 


ご萬望の運転ち法でご使巧ください。 



乂力調節つまみを「自動」にあわせる 

参ルームサーモによる白動運輯となり設定室温に自動調 
節されます。 

ルームサーモはできるだけ部屋の温度を巧表できる位 
置に取り付けでください。 


ウイングポケット巧の巧暖切換スイッチ 
を r ス1 ブ巧暖」にをわせる 


運範スイッチを巧して「入」にずる 

• "点义します"の音声と同時に「点义します J と「設定室温 J 
び表示されます。 

•予熱び完3すると自動点义し、表示び「燃焼中」に変わる 
と温風び出ます。 

♦着火ととちに循環ポンプび作動し、床暖房を開始します。 


B 





















乂力調節つまみを r 自動 J にあわせる 

•ルームサーモによる自動運黯となり、設定室温に自動調 
節されます。 

ルームサーモはできるだけ部屋の温度を代表でさる位 
置に取0巧けでください。 


ウイングポケット巧の巧暖切換スイッチ 
を r ストーブ単独」に合わせる 


運範スイッチを巧して「入」にずる 

•"点义します"の音声と同時に r 点义します」と「設定室温」 
び表示されます。 

参予熱が完3すると有動点义し、表示び「燃焼中」に変わる 
と温風が'出ます。 


参着乂時、放電音と同時に着义音を発することがありまずび、異常ではありません。 

参点火操作から放電(着义)までは、約2分間です。（室温によりず熱時間び多少変化します。） 

参着火を温風び出始めます。 

参運較スイッチを[入 J にしたとき、タイマー表示 r 表示時刻に運転します」か’点なする場合は、タイマー達质と 
なりますのでタイマーたットボタンを巧しでタイマー逞起を解除しでください。 


室温の調 節（自動運転） 

ウイングポクット内の义力調節つまみを「自動」に合わせるとルームサーモによる白動運嚴となり、設定室温に自動 
調節されます。表示部に設定室温 （22 で)び表示されますので巧のように調節しでください。 



たーブ'選輯 


•室温設定ボタン「高め j を巧ずたびに rc 上昇します。 

(上限29で） 

♦ 「低め」を巧すたびに15でまでは1ですつ下がり J 5でからはいきな 
り10で （ F 点設定)となります。 

•1 0で設定の場合は自動のにじーブ運輯表示ランプび点なし、たーブ 
運転となります。 

/設定室温を15でな上に上げるとたーブ運転表示ランプ、 

V び消え、じーブ運転び自動のに辭除されます。 ) 


ストーブ火力調節「白動 j 運範時に微か义力でち室温び設定室温より上昇する場合、設定室温より約3で上昇すると自動 
のに消火し、設定室温まで下がると点义動作に入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎ 
ます。 




(た-つ'') 




險 伽 

二 

縫 


♦室温設定ボタンにより希望の室温設定後、たーブ運転ボタンを巧し 
でください。じーブ運輕表示ランプか‘点なし、たーブ運輯となります。 
参它ーブ運輯ボタンを再度巧すことにより它ーブ逞臨表示ランプび 
消え、じーブ運範解除となります。 


RSI 





1 . 特に温度設定しない場合は、自動のに快適マークの位置（設定巧温 
表示の3つ目）に設定されます。 

2. 巧温調節ボタンを押すとなのよラに巧温調節でき設定床温表示の 
ランプち移動点なします。 

. 「低」…1回巧すたびに設定温度を下げる 
-「高」…1回巧すたびに設定温度を上げる 


乂力調節（手動調節一手動運範) 


室温設定による自動運転の他【こ义力調節つまみによる手動乂力調節び巧能でず。なのよラにしでください。 


/ S 

大 ミ 

〇 

ま 

〇 

口 


動 



义 

か! 

C 

A 

力 

い 

調 

節 

ぶ1 

规パ 1画 

■ 


巧が0 



ウイングポケット内の义力調節つまみを「微か」から「大」の間のご 
希望の位置に合わせでください。 

寺動义力調節つまみの設定火力で燃焼します。 


し/を域 

<巧0爱房運乾時の手動义力調節についで> 

参本ストーブの床暖房能力は使巧义力によって変化します。パネル敷置数が多い 
場含乂力調節が低いと尉爱パネルび温まらないことがあります。お使いのパネ 
ル敷昌数をご確認の上、下表を目をに义力の調節をしでご使巧ください。 

(例：微か义力でのパネル敷畳数は3畳までです。） 

<パネル敷設置数と义力調節つまみ位置の関係> 



巧な!が^; yrr : 


ん画"■•.通间 aa ww 曲 M ； 


ス I ブ床暖房運輯の揚さ、循環水が設定温度になるよラに自動のに温度調節されます。また、設定床温表示に快適 
マークびついでいまず。快適マークは、床嚴パネルの力一ぺット表面をほぼ33〜34で（床暖パネル3畳の場含）に保つ 
循環水温度を示します。ご参考にされると便利です。 


111111 ill 



►床暖の温度調節は、足元（床暖ノネルの表面温度）の温度調節のためであり、部屋全体の温度調節ではありま 
せん。力一ぺットの表面温度び熱くなりすぎないよラ使巧温度には十分注意しでください。 


巧 


ごを意 


現な床温 


快適マ—ク 


床温調節 
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運乾停止 (消乂) 
C 消乂順序） 



運範スイッチを押して r 切 J にずる 

• "消义します"の音声と同時に、燃焼表示び消なし、「消义します」 
が'占 I な I .寺す 

• 消义後は本体内部びを却するまで送風•循環を継続し、約10分 
後に巧流用送風機、循環ポンプか’停止します。 

(循環ポンプの運輯はストーブ巧暖運輯のみ） 


参 [/ K ま意 I 2曰が上家をあけるなど長期間使巧しない揚合は、運乾が'完をに停止してから電源プラグ 
をコンじントから抜いてください。 

参がおのときは、必す運輯を停止（消义）しでください。 

参運転厚止後、燃焼室びお劫！（消义表示が消な）するまでは電源プラグを抜かないでください。 

ちし、抜きますと、ス I ブの表面温度び上昇します。 


規在時刻の含わせ方 



1. ウインブポケット内の時計調節スイッチを r 時計含せ J にします。 
はじめで使箱するときや電源プラヴを長時間おいたときは、時刻表 
示は一：—.を表术します。 

2. 時計調節の「時」 • 「分」ボタンを巧しで現巧時刻を合わせます。 


例:午前6時15分に合わせる場含 

①「時 J ボタンを押しで"午前6:0 0."じします。③「分」ボタン对申しで"午前6:15."にします。 




3.必す時計調節スイッチを「通常」位置にちどしでください。 


♦必す時計調藝スイッチび「通常」じなつでいることを確認しでください。 

♦30 秒 L ツ内の停電であれば、泻通電後を現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はありません。 
そ化な上の厚電で時刻表示が'—:一一.を表示したら時刻合わせをおこなつでください。 
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タイマ ~ の使用方法 

■運範時刻の含わせ方 



1. ウインク'ポクット巧の時計調節スイッチを「タイマー合せ」にしまず。 

2. 時計調節の「時 j •「分」ポタンを巧しでタイマー点义時刻を含わせま 
す。 （ r 分」は5分ごとに動きます。） 


例:午前6時30分に合わせる場さ 

①「則ボタンを押しで"午前6: 0 0" にします。②「分 J ボタンを巧しで"午前6: 3 0" にします。 



これでタイマ ー t ツト時刻び記憶されました。 



3.必す時計調節スイッチを「通常」位置にをどしでください。これで時 
刻表示には現在時刻び表示されまず。 


■タイマー運乾方法 


ストーブ'床暖房運輯ストーブ'単独運輯 


1 . 運輯スイツチを巧しで「入 j にしでください。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

2. 運輯するときのご希望の室温または、义力に合わせでください。 

3. 巧温調節ボタンで、巧暖温度をご希望の温度に合わせてください。 
(ストーブ床暖房運転のみ） 

4. タイマーたツトボタンを押しでください。 

「タイマー忆ツトしました J の音声と同時に、時刻表示にタイマーじ 
ツト時刻び表示され、タイマー表示「表示時刻に運転します J び(燃 
焼中の場合は消义表示 r 消义します」ち)点なし、タイ7-運輯に入 
ります。 

(このとき本体内部ち却のため巧流巧送風機、循環ポンプ(ストーブ 
巧暖房運輯のみ)び10分間運転します。） 


参タイマーじツト時刻になるまでは時刻表示にタイマーじツト時刻、タイマー表示「表示時刻に運転します」と 
タイマー運輯表示ランプが'表示され続けます。 

参燃焼中にタイマーじットボタンを巧すとス I -ーブは自動消义し、運稳を停止します。 


ごを意 


♦タイマー運範は、運転スイッチび「入」になっていないと運転び開始されません。 

参外出時など留守中に燃焼を開始ずるよラなタイマーわットは、絶がにしないでください。 


運転入/が 
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タイマーの解餘 


■タイマー運乾の解除 



参タイマー忆ツトボタンを巧します。 

タイマー表示び消灯し、時刻表示に現在時刻が表示され俯計動作 
コロン点滅)タイマー遷範が酷除されます。 _ 

♦ このままであれば点义表示「点义します」び点巧し、有動的に運転を 
開始します。運転を厚止する場合は、運處スイツチち r 刷ししでく 
ださい。 


II 」 : ぶ 」. 

■タイマーセツト時刻 • 現在時ミ!!の確認 


参タイマーじツト時刻の確認 

-時計調節スイツチを「タイマー合せ J に合わせます。 



時計表示にタイマーじット時刻び表示さ 
れます。 


参現巧時刻の確認 

•時計調節スイッチを「時計含せ •! に台ねせます。 



時計表示に現在時刻が表示されます。 


♦確認後、時計調節スイッチは、必す「通帯」位置にちどしでください。 


待機時省電カスイッチの使用方法 

待機時曽電カスィッチを「省電カモード J にじットしでおくと、タイマー運乾中および屢乾停止時に表示部を消な 
しで、消費電力を 1 W に節約でさます。 


■使用ち法 



♦ 「省電カモード J にすると営電カランプび点口し、自動的に表示部を 
消なします。（運転中のじットは、運輯停止後約2妙で表示部を消な 

します。） . 

垂表示部び消の■中にいすれかのボタン操作をおこなラと1分間表 W 部 
び点なします。 
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使用上の注意 




巧暖の温度調節は、足元（巧暖ノ X ネルの表面温度）の温度調節のためであり、部屋を体の温度調節ではありません。 
力一ぺツトの表面温度か'熱くなりすぎないよラ使南温度には十分ま意しでください。 


循環水の凍結予防（循環液のを入) 


賽を地だけでなく暖かい地域でち凍結予防及び腐食ず防のために必ず循環液を入れでください。 

参循環液は必ずコ□ナ巧暖房巧循環液（別売品）をご使巧ください。他の不凍液を使巧し/: - n 、 混含し;: - n する^ 
製品の寿命が短くなります。 

参循環液は3年を目まに入れかえでください。（開封した循環液ち含む） 



排気管に結露水;がたまつた場合は、お買いホめの販売店に点検を依頼しでください。 


本書の「特にミ主意しでいたださたいこと（を全のために必すお守りください）」の他に、巧の頃目についでちミ主意し 
で < ださい。 


参クリーニンク'店、美容院などの化等薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成裁培に使巧しないでく 
ださい。 

参雷か’発をしたとき、雷（誘導雷）により一時自勺な過電圧か'かかつでち、週電足防止装置力く機器を保護するしくみ 
しなつでいますか、大きな雷（直擊雷など）の場合は、電寺部おを損傷するおそれが'ありますので、電源プラグ 
をコンたントから抜いでください。 


自己診断モニタ 



スト-ブにトラブルが'発生するとトラブルの状態か‘設定室温表示に記号表示（自己診断モニタ）されます。 

この場さは「故障.異萬の見分けちと処置ちる」に1〜22ぺージ）をご覧のラえ、必要な処置をしでくださし、。 


お願い 


〈自己診断モニター覧表> 



I 販売店に連絡しでいただく隙は、表示しでいる白己診断モニタをお知らせください。 










画まま装置 


このストーブにはなのよラな安全装置びついでいます。 

すべでのま全装置は、異常か‘取り除かれでち再度点义操作をしなければ運敲は停止したままです< 


原因-作動結果 




震 g 動消义装置 

: E3 I 表示） 


点乂安全装置 
燃焼制御装置 

♦フ レー ムロツド 

0表示.励表示 

(途中消乂）（不着义） 


参強い地震や衝撃を養けたとさ 


ク 


白己診断モニタ表示 
白動のに消义 


♦点义 S スをしたとさ 
参違中消义をしたとさ 
•炎び異常にルさレとき 


ク 


自己診断モニタ臣； I 表示または 
IT 巧表示 

有動的に消义 



参地震によって作動した場含、同 
囲の巧燃物、機器の損傷、油ち 
れ、給排気筒のはすれなど異常 
か’ないことを確認しでから点义 
操作をしでください。 


参 r 曰常の点検-手入れ18〜 
20ページ）をしでから点义操作 
をしでください。 

参なおち異常びあを場合は、お買 
い求めの販売店にごホ目談くださ 


停電まを装置 

'匹互表示.店哥表示 

(30 妙]^上 ） ( 5秒上^ 
130秒未満 i 


参停電したとき 
参電源プラク’が抜けたとき 


ク 


通電後自己診断モニタ I f ]|表示 
または IT す!表示 
白動的に消义 


#1 E ~?1 の場合、時計などの它ット 
をしでから、点义操作をしでく 

十^、ゴし、 

•に互の場合、通電後再点义操作 
をしで < ださい。 

♦電源プラグを礎認しでください。 


過熱防止装置 

参過熱防止サーモスタット 

(ち） 95で 

(左）105で 
•サーモスタット 1已5で 


(I P - り表示) 


•フイルタやス I ブの前面びふ 
さびったとき 

参ス I ブの前面に障害物などが'' 
おるとぎ 

•熱交換器が'異萬に熱くなったと 
ぎ 


ク 


白己診断モニタ圧リ表示 
自動的に消火 


垂原因を取り除いでから点义操作 
をしで < ださい。 

サーモスタツトが'作動した場合 
は、リたツトボタンを巧しでく 
ださい。 



リじットボタン 
















その他の装置 


装置の名 



排気管抜け検知装置 

([F5 J 表示） 


原因 • 作動結果 


参排気管の接続部びはすれたとぎ 

•排気管抜け検知用リード線びは 
ずれたり、敞線したとき 


ク 


有己診断モニタに直 J 表示 
ストーブの運輯を停止 



参給排気筒および排気管の接続部 
に、はすれ-ゆるみびないか確 
認しでください。 

参排気管巧け検知巧リード線のゆ 
るみまたは、はすれ‘切れびない 
か確認してください。ねじ 

給が気简ぉ^ も^ 


給気 

キヤツブ 


排気管抜け 
検知巧リード線 


燃焼用送風機異常検出装置 
HER ] 表示） 


流巧送風機異萬検出装置 
( 表示） 


過電流荫止装置 
(表示部全消な） 


>回輯数か‘異常に低下したとさ 


ク 


-自 e 診脚モニタに田表示 
■ス I -ーブの運輯を停化 


参回质数が'異常にお下したとさ 

ク 

-白己診酣モニタ厘と J 表示 
•ストーブの運転を停止 


参の部配線のショートにより過電 
流び流れたとき 


ク 


垂異常低下の原因を取り除いでか 
ら点义操作をして < ださい。 

参なおち異常びある場合は、お買い 
求めの販売店にごホ目談ください。 


•異常1氏下の原因を取り除いでか 
ら点乂操作をしで < ださい。 

•なおも異常びある場合は、お買い 
ホめの販売店にごホ目談ください。 


♦お買い求めの販売店に修理を依 
頼しで < ださい。 


電流ヒューズ'び fc りれ、すべでの 
運輯を停让 


循環水過昇防止装置 
( I F /1表示） 


異常温度検知装置 
(機内サー S スタ） 
( rEoi 表示） 


M 盾環水か‘極端に減少したとさ 
Mil 環かが循環しないとぎ 


ク 


-き己診断モニタに_0表示 
•ス1-ーブの運輯を停止 


♦フィルタやストー：/の前面が 
ふさびつたとき 

•ストーフめ前面に障害物など 
びあるとさ^ 

ク 

-自己診断モニタ US ] 表示 
-有動的に消义 


参循環かの量を確認する等により 
循環水過昇原因を取り除いでか 
ら点义操作をしで < ださい。 

参なおも異常びある場合は、お買い 
求めの販売店にごす目談ください。 


♦原因を取り除いでから点义操作 
をしでください。 

参なおち店置]表示び出る場含は、 
サーモスタツトのリ t ツトボタン 
を巧しでください。 

(が16ぺージ） 


参燃焼中に停電したとき、再通電直後 （ rni または L £ ij 表示)点火操作をすると soj 表示び出ることが帝りまず 
か*、これはス I ブの温度び一時のに上昇するためで異舊ではありません。4〜5分;ち却した後に点义操作をしで 
ください。 



















画曰常の点巧•手入れ 

点検-手入れのときの注意 


点検-ま入れは消义後、ス I -ーフ’び十分冷えてから必す電源プラグをコンたントから巧いでおこなってください。 


ミ主意1 電気部品の分解や巿販品との交換は絶対にしないでください。 

点検-手入れの必要項目、時期、方法 


■周囲の可燃物（使用ごと） 

参。 么を意 I ストーブの周国は、常に整理■掃除し、燃えやすいちのを置かないでください。 


■ほこり•巧れ（使用ごと） 

♦ほこりやちれをそのままにしでおきますと、油びしみたりしで危険です。 

ストーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

■油もれ-油のたまり-油のにじみ（使用ごと） 

•置台-ミをタンクにミ由ちれ-ミ由のたまりや油のにじみびないか、ときどき点検しでください。 
また、給ミをの際にこぼれたな油はよく/みきとつでください。 

•お励の 

参油ちれびある揚さは、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


■ゴム製送油管の点検-交換の目ま（シーズンの初め） 

レを恩 I 

参ゴム製送油管は、屋外で使巧しないでください。 

屋外での使巧は禁止されでいます。 

•屋内で3ム製送迸管を使巧しでいるとさは、膨潤、収縮、変質、変お、ひび割れかで:いか確認し、义点か’あ 
るとさは交換しでください。 

交換の目まは、3巧に一度です。 

■油タンク（シーズンの巧め、適時） 

•油タンク巧は水やごみか Tc まりやずいちのです。給ミ由のとき、点検しでください。 

油タンク内の水抜きおよび掃歸は、ミ由タンク付属の取扱説明書にしたか’っでおこなってください。 

■給排気筒の接続部のゆるみおよびトップの周囲（使用ごと） 

参給排気筒およびトップの周團に障害物を置いでいないか、ときどぎ点検 
しでください。 

•給排気筒かつまりますと、不完を燃焼をおこします。シーズン初めには 
必す点検し、くちび巣をつくったり異物か’入っているときは、必す掃除 
J しでください。 

•給排気筒および排気管の接続部か 1ますれたり、排気管あけ検知巧リード 
線びはすれたり、斷線しでいないか点検しでください。 


参給排気筒を一度取りはすしで、再び取りなけるとさ、排気管の接続の部 
にはめこんである0リングび破損しでいないか確かめでください。 

•ぷ 刷— 

♦破債しでいた場合は、お買い求めの販売店に交換を依頼しでください。 


給排気筒 



メスオスエルボ 

ストーブ接結 



( P 40 4種 D ) 













■定油面器のストレーナの掃除（適時） 

参定油面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。ごみが'たまると、な油の流れをさまたげで不着 
火や遠を消义の原因となります。なのよラに掃除しでください。 




参ミ由タンクの送ミをバルブを閱じでください。 



参ストレーナの掃除□に八方キなどの層紙を差しこんで油ガイドを作り、 
その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでくだ 
さい。 

定油面器のちれたな油やごみび全部流れ出ます。 



参ストレーナを取り化しで、きれいな灯ミをのかですすぎ洗いをしでくだ 
さい。（水で洗わないでください。） 

麵规翻 M 

組み立てるとをは 

参ストレーナゴムパッキンを忘れないよラにしでください。 

参ストレーナを逆に入れないでください。また、底部(黒を)び必す 
左横になるよラに取り巧けでください。 

♦ストレーナの止めねじを固くしめ巧けでください。 

•ミをちれびないか確認しでください。 


■フィルタの掃除（週に1回な上） 

参対流巧送風機のフィルタびごみやほこりで目づまりすると、送風力び弱くなり排気温度上昇やストーブの表面温度 
び上昇する原因になります。（過熱防止装置または機内サ ー S スタの働さで違較び厚止ずる場合が'あります。） 
運転を停让しでから巧の要領でストーブ裏面のフイルタの掃除をおこなつでください。 


フイ ルタ 



参左図の矢 EP のようにフイルタを上に引き出!し、ストーブ雲面から取り 
はすしでください。 



参フィルタに付着したほこりを掃除機で吸い取つでください。 



•掃除び終わりましたら、ちとどおりに取り付けてください。 


A ミ主意 I フィルタをはずしたまま運輯しないでください。 
フィルタをはすした状態で運輯しますと、カーテンなどを卷きこん 
で火災になるおそれびあります。また、まなどをふれるとけびをす 
るおそれびあります。 


■地震などの災喜び発生したとさの点検 

•地震などのが害び発生し、ストーブに振動や衝撃び加わったときは、運範前に必すなの点検をおこなっでください。 
-給が気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
-巧油配管からのちれ確認 

点檢で異常力 《 みつかった場合は、お買いホめの販売店に修理を依頼しでください。 
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■循環水の補給（適時） 

•シスターンタンク内の循環水は、かしすつ讓発しますのでときどき確認しでください。循環水力 《 不足しでいる 
場含は、そのつど規定か位まで床暖房専巧補巧液を補給しでください。 


給水ガイド 





1. ストーブを側面の給水□扉を開き、給水乃イドを取り出しでくださ 
い。 



2. シスターンタンクのキャップをはすし、給水ガイドを取り付け、水 
位計の規定水位（上限水位）まで循環水（床暖房専巧補な液）を入 
れでください。 


♦ コ□ナ純正床暖房巧循環液は、凍結予防の他に床暖房に使巧される機器（ス I ブ-巧暖パネル-配管部品 
など）の防鐘効栗を目のに作られた循環液で、すでに純水で適圧な濃度に調合しでありますので試運處時に 
はこのままス I ブに入れでください。 

参他な銘柄の肪績剖、不凍液（特に車両巧など）を使巧したり、混合したりしますと防績効果び発揮されす機 
器の耐夕性びそこなわれたり、粧度びあわずポンプの性能が十分発揮されすに沸騰しでしまラことが'ありま 
す。 

参循環液は、常温では引义しませんび、舶熱されたス I -ーフ'の上などにかかると着乂することがありますので 
取り扱いには十分注意しでください。 

• 循環液は3をを目安に入れかそでください。（開封した循環あち含む） 

参循環液の凍結温度は、 一20 でに調含されでいます。 


■温水配管の水もれの確認（適時） 

参ストーブ内部や温か酷管接合部から水ちれびないか確認しでください。 


回定期点巧 

長期間ご使巧になりまずと、ストーブの点検び必要です。 

2シーブンじ1回程度、シーズン終3後などに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買いあげ 
店または修理資格者〔（お）曰本5ミを燃焼機器保守協含 （ TE し 03-3499-2928) でおこなラ按術管理講 
習含修3者 （5 ミ由機器技術管理±)など〕のいる店までお問い合わせください。 








■田 ■■■■ 田 ■■ 

DD 
DD 
DD 

mmmwMmmmmammm 

■■■■■■■口国国国国 

〇国国«国国«1圓国国 


_ IDI _ I 

1 ■■■■■口 ■■■■ ■■! 

wximmmmmmmmmml 


シスターンの循環か不足 


電源蜜圧 ( AC 100 V 力、‘低<なつでいる 


給排気廣トツブ先端びおおねれでいる 


停電があった巧秒な上30秒未満一 FH 


示) 


示) 


長お間停霉があった （30 砂な上 一 E 


フレームロツドにすすびぎ墨には着した 


給が気筒接続部びはすれでいる。すきまびある 
排気管巧けお巧巧リード線端寺接続のゆるみ 


おちれびある 


給排気筒のつま0 


ルームサーモ取な位置び悪い 


給が気筒工事不適当のため逆風現象がある 


ミ晶風の化□の前に障雲物びある 


対流南送風機のフイルタにほこりびたまつた 


おが気筒の設置び畐華通りでない。排気管び長すぎる 


定池面器に化、ごみの目ブまりびある 


ゴム製送油管に空気だまりがある 


を油バルブが閉まつでいる 


強い地農びあった。または、ストーブに衝撃をちえた 


電源ブラブをコンたントじ差しこんでいなし、 


ES 


EH 


E 1 


■使用中に異常びありました5、次表により原因を調べて処置をしてください 

原因びわからないとぎや処置びむずかしいときは、お買い求めの販売店、またはおおくのコ□ナお客様 

x 設定室温表示に自己彰断モニタび表示されます。 


画故障 • 異常の見分け方と処置方法 

■次のよラな現象は故障ではありません 

修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


初めで使巧ずるとき、煙やにおいか’出る。 

耐熱塞料やほこりか’焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点义しない。 

予熱点义ちなのためず熱時間か’2分程度必要です。 

(を熱時間は室温により多少変化します。） 

燃焼開始時や消义後に「ピチビチ」といラ音 
がする。 

本体の部か’熱により膨張、収縮するためでず。 

点义時に「ポソと音がする。 

点义するときに発をする着义音で、異常ではありません。 J 


(停電) 


巧震作動 


(点乂しない) 


点义時.消义時 


UL ~ (途中消乂) 


、機内サ—ミスタ> 
_温度異溝 > 


w へ表示サ—ミスタ 
f ご I 厦異常 - 


(疑似火炎) 


(ポット予熱不足) 


(熱交サ—モ作動) 


温水配管がつぶれている。溫水/ "レブび題じでいる 
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青おの中に黄色いお(ホ义)び混じる。 


異常ではありません。 


IDI 


IDI 


■■■Dl 

Eimm 

■■■Dl 


■■口■■■■■■■画 


規定化位まで補巧液を入れる 


应鶴]博源の接続 J (阿2ベ-ジ)の鹏を点検する 


おおつているちのを取り除く 


再度点义操作をする 


設定室温、時刻などをわットし再度点义操巧をする 


すすを取り除く（販売店に修理を巧頼する) 


給が気筒接続部のはすれを直す 
ゆるみを直す 


ちれ窗巧を締め直す（販売店に修理を依頼する) 


給排気筒を掃おずる 


適正な位置に取り巧け直す 


給が気筒の取りはけを適正にする 


障害物を取り除< 


フイルタのほこりをブラシなどで掃陈をする 


畳華通りに設置する 


送巧バルブをしめでストレ-ナをはすし、掃脱する。油タンクの水を巧く 


If ム製送な管を振る。山おじなつでいる巧は平らに直す 


送なバルブを開く 


19ぺージ r 地霞などの災害が発生したとさの点巧 J の馬换 
頂目を確認し、運窗スイッチを巧し直し再点火する 


コン它ントに摇実に差しこむ 


給排気筒の先端から連続的に白煙び出る。 

が気遍び巧くなると、排気ガス中じふくまれでいるか讓気が白く見 
えるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

ロミをぎれの際、一瞬おが大きくなって消义する。 

異常ではありません。 

停電したとぎの再通電直後（〇または 
尼 3) 表示）点义操作をすると、度国表示 
び出ることびある。 

停電によりス1-ーフ'の温度か’一時的に上昇するためで、異常で 
はありません。4〜5分冷却した後に、点义操作しでくださし、。 


振動び大き S 


沸騰音びする 


正常運転するがパネ 
ルびあたたまらない 


黒煙を出しで燃之る 


おび大きくならない 


室温びおいのに火び 
大さ<ならない 


電源び入らない 


爆発的な燃焼をする 


ななのにおいびする 


音をたでで燃そる 


刀ラス円筒かすすける 


燃焼時•その他 


温水配管のつぶれを直ず。温かバルブを開く 























































画部品交換のしかた 

■部品交換のときの注意 

A >± MI 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調舊か‘必要な場合には、お M いずめの販売店または、 
修理資格者〔(な)曰本石油燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習含修了者 (6 巧機器技術管理±)など〕のいる販 
売店にご相談ください。 

が品な換はコ I □ナが GIEgB 品とご指定ください。 

部品ご入巧の際には、コ□ナ製品取あ販売店で必す コロナ純正部品と ご指定ください。 

純正部品む夕 ' i の部品をご使胤こなりますと、性能び十分に発揮されないばかりか、ストーブを廈傷したり思、ねめ 
事巧の原因になります。 


消耗•劣化しやずい部品（交換が必要な部品) 


■長期間の使巧により消耗-勞化しやすい部品 ■変質-不純な巧の使巧により第化しやすい部品 

♦バ-ナヘツド •電極(点乂プラグ） ♦フレ—ムロツ ド♦気化筒•電磁ポンプ 

♦スクルトン 


国保管 (長期間使用しない場を） 

おしまいになるときは、曰常の点検•手入れの項を参照し、巧の雲領で保管しでください。 

1•電源プラグをコンたントから抜いてください。 

♦ IA 注意 I 長期間使巧しないときは、電源プラグを抜いでください。 

2•油タンクの送油バルブを閉じでください。 __ 

义フィルタの掃除をしでください。 (陵"19ぺ—ジ） 

4•定油面器內のな油をずべで巧き取ってください。 （0^ 19ぺ-ジ） _ 

5•本体のごみやほこりを取っでください。 

•掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6•本你をしめらせた巧で巧れを覆としでから、からぶきしてください。 

7•ストーブは据无がけたまま保管して < ださい 

•温風吹出□や背面のフィルタにほこりなどびたまらないよラカバーなどをかけでください。 

•どラしでち取りはすしで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した揚巧に横倒しにしないよラおしまいく 
ださい。 

♦巧暖の配管を接続したままで保管する場含は、上限水位まで補給しでおいでください。 

•ス トーブ内の循環水を抜いて保管する場含は、エアー巧ぎバルブを開いでおき、エアー旅きバルブ配管のち乾 

偏ゴ甘7=^ く十-^ゴ,、 

•巧シーズンに据え巧けるときには、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 

♦取扱説明書ち大巧に保管して < ださい。 
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燃斜消費量 


点乂 方式 


使 用 燃 料 


燃焼が 


床暖房運乾 


ストーブ単独運お 


床暖房運範 


ストーブ単独運艇 


床暖房運乾 


ストーブ単独運お 


床暖房運乾 


ストーブ単独運輯 


最大床暖房出力（床暖房運お） 


日 

取 巧 


最 巧 


温暖地 


暮ち地 


温暖地 


暮ち地 



暖房出力 


床暖房運起 


標準適室 


床暖房巧熱交換器の最高使用氏力 


外 


質 量 


電源電圧及び固波数 


定棺消費電力 



待 機 時 消費 電力 


ネルの接続面積 


か 配管 接続 □ 


排気筒の型式の呼び 


排 


が気筒の壁貨通部の孔径 


捉 


、ーブ単独運乾 


UBS 


排気温度 



最ル 


0.22 L/h 


0.20 L/h 


8,150 kJ/h 


7,410 kJ/h 


87.5% 


87.5% 


1.98 kW 


1.80 kW 


UH - FGX 70 KG (薑あ型す UH - FGX 70 K 日） 


気化式-屋内用-強制給排気お-強制巧流お-床暖房巧 


電気点火式 


なミを （ J に1号な組） 


最大 


0.78 L/h 


0.766 L/h 


28,890 kJ/h 


28,370 kJ/h 


86 . 6 % 


86 . 0 % 


6.95 kW 


6.78 k \ A / 


最大燃焼時 I . SIkW 循環水量 180 L/h 


87.5% (巧暖房及びストーブ単独遲輯目盛微かのとさ） 


86.0% (ストーブ'単独運輯目盛大のとき） 


木造29.5が （18 置）コンクリート41ぶがに5置） 


木造29.己が （18 昌）コンクリート 48.0 m ’（29 畳） 


木造29.5が （18 置）コンクリート39.5が （24 畳） 


木造29.5が （18 畳）コンクリート46.01 rf に8畳） 


2 L (器具内蔵シスターン上限水位時） 


シスターン大気開放 


高さ600 mm 幅 698 mm 奥巧 298 mm (置台を含む） 


33.5 kg 


100 V 50/60 HZ 


最大消費電力 880/880 W (点义時） 
燃焼時消費電で日 0/60 W 


最大消費電力 860/860 W (点火時） 
燃焼時消費電力 31/33 W 


4.5 〜 16.5 が （3 〜10置）（最大燃焼時） 


外径夺 8 mm ニップル 


QU 4-8 A 


D 40 


み /5 mm 


260でが下 


260でな下 


5 A .15 A 


巧震白動消义装置-点乂ま全装置 
燃焼制御装置-停電安を装置-過熱防止装置 


過電流防止装置-排気管抜け検巧装置-燃焼巧送風機異常検出装置 
巧流巧送風機異常検出装置-循環水過昇防止装置 


給排気筒たット1組-スリーブ1個-遐熱板1個-本体固定を具2個 
パックチューブ 2.5 m • zr ム製送ミ由管締付バンド2個 • 風量制御板1個 


標準適室は、な団法人-曰本ガス S ; 巧機器工業をの算定薑準によります< 
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o 

脚) 

脚) 

牌) 
(4 本） 


巧侧 

立]運臨スイッチ 


熱ち畏護操作部 □! ㈱ 
青 ㈱ 


〇 


僻]黄 

ホ 

〇白 
紫 

i 

黄 

授 

悉 

茶 

ホ 

黒 

白 

'ホ 

白 


□ 表示部 
□ 表示部 

表示部 

[] 表示部 


表示部 


檔 

表ホ ろ 

サー至スタミ 

黒イ 

n 異 

機內 

サー互スタ 


サーモ 


□ 巧震 

□ボットサーミスタ 
□ TF パルス 

[] 電磁ポンプ 


□ 

n 

□ 


巧流用 
送風機 

循環 

ポンプ 

ポット 

ヒータ 


操が部 


操た部 


1_ I 
□ 


空気 

サ ー5 スタ 
熱をサーモ G 緑 
ルームサーモ□白 
湯温サー云スタ G 炊 
サーモスタツト 1 ZI 青 
過熱防止 I~I ;jg 


白 

胃 ㈱ 

白 

里 


サー モスタット 

燃焼巧|—| 


灰 

を風機 U 賣 


フレーム ~ 

ド 


緑 

□ッド!__ I 黄 
排気窗巧レ[□灰 

イヴナイタ [ I 搭 


アクチユエータ i 1茶 
黒 
黒 

ァ—ス [ 〇) 


電源 



子配置図 


プ U ント配線板 


画アフターサービス 

■保証について 

参このコ□ナ石ミをストーブには保証書び巧いでいます。 

保証書は、必ず r お買いあげ曰、販売店名 j などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りください。巧容 
をよくお読みのあと、大切に保管しでください。 

♦保証期間はお買いあげいただいた曰から1を間（本你）です。（燃焼部分は3年間） 

参なのよラな原因による故障および、事故につさましては、保記の巧象になりませんのでを意しでください。（詳し 
くはお証書をお読みください。） 

■変質な油や不純なミをなど、またなミ由が外の燃料使巧じよる故障や事故。 

■誤った使用ち法による故障や事故。 

■修理を依頼されるとをについて 

•「故障•異常の見分けちと処置ち法 K 0^21 • 22ぺージ)の項にしたびっでお調べください。直らないときは、ご 
使巧を中止し、必す電源ブラヴをおいでから、お買い上げの販売店じご違絡ください。 

♦ご連絡いただぎたい内容は;欠の通りです。 

①品名⑤型式の呼び③お買い上げ曰④故障の状況（出来るだけ具体的に） 

参修理に隱しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたびっで、販売店が修理させでいただきます。 
•保証期間が過ぎているときは、修理すれば使巧でさる場台には、ご覆望により育料で修理させでいただきます。 

参ご不日ちな点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お 
客様ごす目談窓 DJ にお問い合わせください。 

•修理料まは、技術料、部品げ、出張料などで構成されでいます。 


■捕修用性能部品について 

•当巧では、この製品の補修巧性能部品を製造巧ち初りを、7年保有しでいます。 

♦補修用性能部品とは、その製記の機能を維持ずるために必雲な部品です。 

■故障-修理の際の連絡先 

•お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お客様ご相談窓 DJ にご達絡ください。 


ヒ 

ズ " 
5A ス 
15A 



置垣置居 


マ vn ン 
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> 巧が巧’ 


奇, 


本巧固まを貝 
(巧巧品） 


150加 
なと 



巧燃巧- 



♦側ち障害物は、両側にあっでちよいか’給排気筒と障害物、可燃物との距離は 45 cm が上とってください。 

參前方におや建物びある場台は給が気筒先端と前ち障書物との距離は 60 cm が上離し、かつ上方および兩側ちに気 
流を阻止する障害物びないよラにしでください。 

参給排気筒下面は地面から 20 cmJ ^ 上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先端か’雪でふさ力すれ 
るおそれのない高さを確保しでください。 

[マントルピースなどに設置する場合のストーブ周囲寸法] 


可な物い 


おな® 


15cfn 

|\} U 


11 :,、 .-'Ml ストーブ前面び壁面より 
II '-' .-'I ' 内測に入らないこと 


本か固定を具 
(巧巧玩）\ 


10加なと 


P 巧備物わ y - 

お寸法 IlCTi な上/ 60加な± 


可が巧たこ’-'-: 


10 抑な 上， I_I 

防义牲能認証品ですので※巧の寸法で設置でぎます。 

参テレビやラジオから1 m が上離しでください。 

参点横•手入れのためストーフ'左ちの離隔距離は、を側 25 cm 凶上、ち側 20 cm な上にしでください。 

参熱に弱い力ーペットや巧の上で長時間使巧すると、変色したり、そり返ることびあります。 

參木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りをしである場所に給排気筒を通すとぎ 
は、それらのを属部に接しないよラに電気的絶縁をしでください。 

参壁に巧をあける場さ、壁の内部にある電気配線-方ス-水道の配管にあたらない場所を遷んでください。 


画据え付け•移設 

据え付け-移設工事は販売店に依頼ずる 

据え巧けや移設工事は販売店または据え付け業者に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 

据え付け場所の選定及び標準据えがけ例 

据え巧けについでは、义災ず防条例、電気設備に関する技術薑華などをちの畐華びあります。工事説明書（工事編） 
の f 特にを意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください）」をお読みになり、販売店スは据え付け業 
著とよくごホ目談ください。また、「標準据え付け例」についでは、下図を参照しでください。 

標準据え付け例 


ストーブの据えなけは下図を満足させる位置に取り巧けでくださし、。 




45 cm 
な上 


45饥 
む上 





巧化物 • 
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'⑤下げて抜く 



止げでおく 



参遮熱板の取付ち法 

1 . 前面ガードを取りはずします。 

図の①部を持ち上げて□ッド下側を抜さ、 
巧に③部を下げで□ッド上側を抜くと、 

⑤前面ガードび字前に回輯しではすれます。 

2. 遮熱板を取りがけます。 

取り付ける□ッドの位置（下から5本目と 
7本目）と中/むを確認し、□ッドをかし 
巧しなか t ら遮熱おをはめ这みます。 

ほラろラ加工を痛めますので、□ッドの 
押し週ぎじ注意しでください。 


3. 前面ガードを取り付けます。 

はすした時とは逆の手順で、□ツド上側 
から差化み、持ち上げで下側を差込みます。 

参位置を間違えますと、遮熱の効果び得られません。 
正しく取り付けでください。 


ミゾに入つ 
でいること 
を確認する 


給排気筒を延長ずる場含の注意 

♦給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 曲がりが下で取なけられる場所を選定しでくださし、。 


積雪地区におけるミ主意 


参積雪のさい地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさびれないよラな取が場所を還定しでください。 
また、風か’よどむよラな揚巧では、排ガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすことびあります。 


据え付け後の確認 

据え巧けか’終わりましたら、ちラー度、工事説明書（工事編）の「特にを意しでいただきたいこと（まをのために必 
すお守りください） J をお読みになり、工事説明書（工事編）に記載されでいるとおり据え付けられでいるかどラか 
を確認しでください。 


遮熱板の取付ち法 ^ ^ 

•遮熱板はストーブ前面の床面の湿度上昇を防ぐものでず。 

熱に弱いカーぺットや床の上で長時間使用ずると、変色したりそり返ることがあ 
りまず。 

巧面の温度上昇が気になる場合、下図のように遮熱板を前面ガードに取り付けて 
<ださい。 

_— __ > 




下から7本目 


下から5本目 


囚 















5. 操が部の床暖切換スイッチを「ストーブ'巧緩」にじットしでください。 

6. 操作部の巧温調節ボタン r 高」「斷を同時に5秒間巧し続けでくださし、。 
参循環ポンプ;び運転を間始します。 

(表示部の床暖表示部分が'点滅します。） 


9. シスターンタンクの化位が'下か‘らなくなったら循環液の給かは終3です。 
給水ガイドをはすし、キャップを確実【こ締め公んでから給水乃イドを元に戻 
しで < ださい。 


参温水配管施工などの関係で、エアー旅きバルブではエアーび抜けぎらない 
場合は、巧のち法びあります。 

'温か往き□のコックを「閱」にしで温水配営接続をはすし、コックを開 
し、で循環水をかしすつ流し、エアーをおく 
、（循環液びこぼれないように容器を規意してください。） 


温水ジョイントの 
、コック(瞄） 


7. 器具のを背面にある往きと戻り両方の温水ジョイントのコックを r 開 J にしで 
ください。 

•2 回路配管の揚合は、項目7、8を1回路すつおこなってください。 

8. シスターンタンクの水位び下びりおめますので上限水位まで循環液を給水し 
でください。 

(シスターンタンクの化位が'下か‘らなくなるまで給かを続けでください。） 


’ コック間のとさ^ 

ft 

閱のとを:溝が縦 J 


4. 選転スイツチびけ則になつでいることを確認しでください< 


巧 

柔 

の 

^ /下® 

V_ … J 


■循環液の給水方法 


1. 給水前にエアー抜きバルブび全開になつでいることを確認しでください。 
(エ揚出荷時には開いであります。） 

必す全開にしでください。 

2. ストーフ'左側面の給水□扉を開き、給水ガイドを取り出しでください。 

3. シスターンタンクのキャップをはすし、給水ガイドを取り付け、水位計の規定 
水位(上限水位)まで循環水(コ□ナ巧暖房用循環液)を入れでください。 
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運範準備 

• IA 迂哥 電源プラグをコンたントに根元まで確実に差しこんでください。 
•ミ由タンクに給油し、送油経路の空気おきをしでください。 

参送ミ由経路やストーブよりミをちれびないか確認しでください。 

•配管遠をにバルブなどびある場含には、を開にしでください。 

♦定ミ由面器を它ットしでください。定ミ由面器の它ット8ぺージ） 

参タイマー選輯になつでいませんか。 


試運輯は服売店または据巧業著とごいっしょに必すおこなってください。 






運輯 














■運転 

参運嚴は、ス I -ーブ床暖房運輯でおこない、正常に運輯ずることを確かめでください。 

ストーフ''床暖房運範 

1. 運敲スイツチをがしで「入」にしでください。 

♦ 「点火します」の音声と同時に点义表示「点义します」び点巧します。 

♦に注意 I 初めでお使いになるとぎは、耐熱莖料などび焼けで煙と臭いびで 

ます。窓をあけで部屋の換気をしでください。 

•約2分後、点义表示か’消なし、燃焼表示か’点なします。 

2. 温水配管経路に水ちれのないことを確認しでください。 

3. 異常びなければ义力調節つまみを「微か J 〜「大」に設定しでください。し 
ばらくしで床暖パネルび暖かくなることを確認しでください。 

参おの状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ义）び混じつでち異常 
ではありません。 

4. 2回路配管に部屋配管）の場含は A 回路-巨回路のそれぞれ温水往さ□•温 
か戻り□び間違いなく配管されでいることを確認しでください。 


10•エアー巧きバルブを r 閱」にしでくださし、。 
♦循環ポンプの運廓音が静かになります。 


11. 温水配管経路に、水ちれのないことを確認しでください。 

♦運攝の違かで床暖パネル等にかちれびあった場合は、操作部の床暖の換ス 
イッチを「ストーブ単独"こしでください。循環ポンプび停止します。 

(表示部の床暖表示部分は点滅したままです。） 

ふたたび運臨を開始する時は床暖切換スイッチを「ストーフ''巧暖」にしてく 
ださい。 

12. 異常のないことを確認したら完3ですので操作部の床温調節ボタン「高」「傾 J 
を同時に巧しでください。循環ポンプカタ停止します。 

(表示部の巧暖表示部分び消なします。） 






固 















■消乂の手順 


ストーフ''床暖房運乾 


参還輯スイッチを}申しで「切 J にしでください。 

「消乂します j の音声と同時に燃焼表示び消灯し、消义表示 f 消义します」 
び点なします。 

•消义後は本体内部が'冷却するまで送風-循環を継続し、約10分後に巧流 
巧送風機、循環ポンプか‘厚止します。 



参圧常運輯しない場合は、21〜22ページ「故障•異窜の見分けちと処置ちま」を参照しでください。 

•保守•点検•長期間の保管などのために循環水を抜く場含は、 エアー 抜さバルブを開いでおこない、 エアー 
巧さ配管のかの排水をしでください。 

参長期間の保管後、再び設置する場合ち「試運転」のま順にしたびい試運乾をおこなってください。 
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お客様ご相談窓ロー覽表 


修理サービスや製晶についてのごす目談は機種名をご確認の上、 
お貫いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご極居やご贈養品などでお困りの揚含は、下記のおおくの窓□にご相談く 
ださい。 

名称、所在地、電話塞号は、変更する揚含か f ありますのでご3潭ください。 


♦アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 

コ□ナサービスセンター 


觀0120 -919-302 

た^ (修理受付専巧ダイヤル） 

FAX 01 呂 0 - 919-322 
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北海道-青親員-秋田県-岩手県のお客様は最寄のサービス 
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関東地区 
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A 
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前 

営 

第 

巧 
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岡 

営 

業 

巧 
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か 

巧 

営 

業 

巧 

仙 

台 


ま 

店 

仙台サービスたンター 

郡 

III 

営 

業 

巧 
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お 

巧 

策 

P/r 

圧 

巧 

営 

業 

P/t 

曽 

都 

國 

安 

店 

首都国サービスじンター 

東 

巧 

n 

棠 

巧 

巧 
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幫 

業 

Ph 

千 

禁 

泻 

第 

Ph 

横 

お 

n 

業 

ホ 

ザ 

府 

皆 

業 

P/t 
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関 

お 

ち 
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さいたま営業巧 
高崎営業所 
宇都宜営業巧 
太西営業所 
水戸営第戸巧 
つ < ば営業巧 


ホし幌巿白吞区平和通16 了目南1 -1 9 デ003 -0028 

化幌巧白石区米里3を2了目 6-2 日 で0030873 

画館巧西ち巧の21 -2 〒〇41 -0824 

阳川巧東胆川南1某2 了目 2-5 =f 078-8261 

帯広巧西18を化1了有1 7- 1 干080 0048 

ま川路巧な园の 4-1 7 〒〇8日-0038 

化見巿美ち町 9-1-30 〒〇 90-0064 

胃兢帝ち館1了宜1 2-38 T 030-0946 

幫森市ち館1了目1 2-38 〒030 -0946 

秋西巿泉中巧4了目 4- 18 〒〇1 0-0917 

秋田巿パ祖リ I 兰千刈 109-1 〒〇1 0-0802 

八戸市売巿4 了目 4-7 T 031-0073 

A 戸巿売市 4 T 目 4- 7 デ031 -0073 

化前巿坦圈 1-2-1 〒〇 36-8086 

化前巧旧園 1-2-1 で 036-8086 

越岡市門 2- 1 -42 デ020 -0823 

函岡巿巧 2- 1 -42 テ020 -0823 

與州巧水ミ只区がおエ叢圓地4 了目79 干 023-0002 

f 山台巧宮城野区日ノ化の1 -7-32 干 983-0035 

f 山台巧宮城野医曰ノ出町 V 7-31 ¥983-0035 

郡山巧亀巧 1-51-9 〒963-8033 

山お市束青由 3-6-28 〒990-2423 

酒巧巿錦の 1-183-1 干998 0103 

東京都化区豊島 8-4-8 干1 14-0003 

東京都北区豊島 8-4-8 于1140003 

東京都北区曾島 8-4-8 T 1 1 4-0003 

立り I 巧高化の1 -22-3 -1 90 0011 

化戸巿昌塚巧迅 95-5 〒270-2222 

横お巿戸塚医原宿4 了吕 7- 13 干 24日-0063 

止!梨県中巨摩郡昭巧の西条2491 -2 で 409-3866 

さいたま巿化区宮原の '1-674-2 于331 -081 2 

夕いたま巧化区客原の1 -674-2 で331 -08 12 

高崎巿問屋の西1 -3-22 〒 370-0007 

ぎ都宮市架顯の2313 干321 -0933 

太旧巧高林東の2375 T 373-0825 

水口巧ち原の6日 3-2 于31 0-0852 

つくぱ巿谷亞部 6788- 19 干 305-0861 


T 巳しの1 1)86 斗一0440 くげ表） 
TEL り11ミ 879-2 にバ巧表ミ 
TEUOl 38)48-6070 け棟） 
TEL (01 66知一2330诉表う 
TEU 01 日日) 35-7 日18(巧表） 
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TE し (0 1 57)26-21 03舶表5 
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TE し (0178)47-6609( 巧表） 
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TEL り 47)312-8330 相表） 
TEL わ化^ 52-4008 く巧表） 
TEL わ 55)268- 1567巧表う 
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